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ローラーステッカー事件

第１　事案の概要等

１　概　要
本件は、控訴人が「ローラーステッカー」（以下「控訴人標章」という。）の名称で販売してい

た車輪付き杖（以下「本件商品」という。）を、控訴人から本件商品を譲り受けた被控訴人らが「ハ
ンドレールステッキ」（以下「被控訴人ら標章」という。）の名称で販売した行為につき、控訴人
は、本件商標権の公報発行日の前日以前は、本件標章に化体する信用や出所表示機能を毀損する
不法行為を行ったと主張し、公報発行日以降は、登録商標の出所表示機能を毀損することで、本
件商標権を侵害するとして、被控訴人ら標章の使用の差止めを求めるとともに、共同不法行為に
基づく損害賠償300万円及びこれに対する年５分の割合による遅延損害金の連帯支払を求めた事
案である。

２　事　案
⑴　控訴人は、平成10年頃、本件商品を発明し、平成27年以降、被控訴人フジホームに対し本件
商品を「ローラーステッカー」の名称で販売していた。
控訴人が被控訴人フジホームに納入した本件商品本体には、軸体（杖本体）部正面に「Roller 
Sticker」（称呼及び観念において控訴人標章と同一の標章）が印字され、本件商品を梱包する
段ボール箱（以下「梱包箱」という。）に「ローラーステッカー使用説明書」（以下「控訴人説
明書」という。）を入れていた。なお、梱包箱外側には控訴人標章は表示されておらず、また、
控訴人説明書は本件商品に貼付等はされておらず、同梱されているのみであった。
被控訴人フジホームは、控訴人から納入された本件商品について、梱包箱側面に「Ｐ１’」
との控訴人の屋号が記載された箇所の上に、「ハンドレールステッキ 発売元フジホーム株式会
社」と印字されたシール（以下「被控訴人らシール①」という。）」を貼り付け、控訴人説明書
を、被控訴人フジホームが作成した「ハンドレールステッキ取扱説明書」（以下「被控訴人ら
説明書」という。）に差し替えて販売した。
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